
冬大会では、こんな分析をします！
神谷拓（全国研究局・宮城教育大学）
　冬大会は、みんなでグループ学習を分析していきます。ここでは、大会がどのように進んでいくのか、どのようなことに取り組むのかを、簡単に解説したいと思います。参加を迷っている人、検討している人、初めて参加する人…、ぜひ参考にしてください！！

1 山本実践（フラッグフットボール）と狭間実践（マット運動）の、どちらを分析するのかを選択します。

　冬大会では山本敦子先生と、狭間俊吾先生が実践報告をされます。そして参加者は、どちらの実践を分析するのかを決めます。
　それぞれが魅力的な内容を持っています。山本実践は、数少ない小学校低学年のフラッグフットボールの実践です。また、子どもの書く文章は、低学年とは思えないほど表現が豊かです。どのようにしたら、このような授業ができるのでしょう。気になるところです。

　狭間実践は、教えたい中身や、評価の観点が明確で、それがグループ学習にとって重要だということに、あらためて気づかせてくれます。マット運動で、何を教えたら良いのか迷っている人は特にオススメ！学習カードの書かせ方にもこだわっています。
　どちらを選択するか迷うところですが、初日は、それぞれの実践報告を聞くことができますから安心してください！ 分析に入るのは大会の2日目からです。
2 「何を」分析するのかを決める！

　さて、どちらの実践を分析するかを決めたら、次は「何を分析するのか」です。今大会で分析するのは「技術の認識」と「集団の関わり」です。体育の授業ですから、どのようにして、子どもが技術についてわかっていくのかは、欠かせない論点ですよね。また、体育では集団で協力して取り組む場面が多いので、人間関係がどうなっているのかも気になるところです。そのため、この２つの観点に絞って分析を進めていきます。
　あなたはどちらに興味がありますか？どうしても技術の分析をしたい！とか、集団の分析をしたい！という人がいたら、大会当日に言ってください。特に決めていなければ、こちらで割り当てます。

3 分析する班を決める

　いきなり「技術の認識」とか「集団の関わり」の分析をしようって言われても、戸惑いますよね。けど、大丈夫！この大会では、一人で分析をするのではなく、6〜7人の班をつくって分析をしていきます。具体的には、学生、教員、研究者という身分や、年齢、支部・出身地、キャリアを越えたメンバーで班を構成します。やり方がわからなかったら、ベテランの先生・リーダーに聞いてください。色々な人と関わることで、自分が気づいていない論点や観点に巡り会えるはずです。学生や初参加者の人も、全く問題なし！！きっと、大学ではできない勉強ができるでしょう。
4 どうやって分析するの？

　分析する方法を簡単に説明すると、基本的には、まず各班に、単元の最初から最後までに書かれた、子どもの感想文を渡します。クラス全部の感想を読むのは大変なので、お渡しするのは１つのグループの感想文です。それを丹念に読んで「技術の認識」とか「集団の関わり」を、分析していくのです。その際に、特に重視したいことは各感想を「比較」しながら「共通点」と「相違点」を見出すことです。
　例えば、技術認識を分析する班では、各感想の「共通点」と「相違点」に注意しながら、○○の認識、△△の認識、□□の認識というように、まとまりを作ってみてください。さらに可能であれば、それぞれの認識がどのように変化しているのか、あるいは、できる子とできない子で違いがあるのかといった「関係性」にまで踏み込んで分析をしてみましょう。

　集団分析の班では、実践者が注目していたグループの記述（上手くいったグループ、いかなかったグループの記述）と、自分が割り当てられたグループの記述を、「集団としての質・まとまり」の観点から「比較」してください。そのうえで、何が同じで、何が異なるのか、そして、それらがどのような感想文の記述によって裏付けられるのかを、言葉にしてみましょう。正解・不正解はありません。まずは、それらをオープンにすることによって、どのような観点から「集団の質」を捉える事ができるのかを共有していく必要があります。その後に、班内で出された各視点の有効性と課題を検証し、「集団の質の高まり」が、どのように把握できるのかにまで踏み込んで、議論をしてみましょう。
5 分析の結果はどうするの？

　分析の結果は、全体で集まって内容を整理します。そして、できる子とできない子が一緒に学ぶグループ学習の実践では、どのようにして子どもの技術認識が変わるのか、集団が変わっていくのかのイメージを共有します。そのうえで、そのイメージを活かした、新しい単元計画までをつくってみます。みんなで新しい授業をつくっていくのです。
6 冬大会は、答えが与えられる研究会ではなく、みんなでつくっていく研究会です。
　これまでの説明でも明らかだと思いますが、この大会は、誰か偉い先生が来て、実践のヒントやコツをレクチャーしてくれる場ではありません。参加者全員で、それらを明らかにしていくという、ちょっとユニークな大会です。そして、何が出てくるかわからないという意味で、刺激的な大会でもあります。主人公は参加者の皆さんです！分析の主人公になることで、きっと多くのことが得られるでしょう。
　これから取り組む実践のヒントを、自分で見つけてみませんか？さあ、豊橋に集いましょう。
· ここで記した内容は、大会参加者に送られる『提案集』で、さらに詳しく解説しています。
